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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公表番号】特表2012-532901(P2012-532901A)
【公表日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2012-519902(P2012-519902)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5513   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 487/04    １５１　
   Ｃ０７Ｄ 487/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/5513  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月17日(2013.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　Ｘ、Ｘ１が、各々、互いに独立してＣＯまたはＣＨ２を示す、
請求項１または２に記載の化合物、あるいは、それらの薬学的に使用可能な塩または立体
異性体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項９】
　Ｒが、Ｈａｌ、ＡｒまたはＨｅｔ１を示し、
Ｒ１が、ＳＯ２Ａ、ＣＯＯＡ、ＣＯＯＨ、Ｃｙｃ、Ｈｅｔ、Ａｒ、ＣＯＨｅｔ、ＣＯＮＨ
Ｈｅｔ、ＣＯＮＨＡｒ、ＣＨＯ、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＡ、ＣＯＮＡ２、（ＣＨ２）ｎ２

ＯＨ、（ＣＨ２）ｎ２ＯＡ、ＯＡｒ、ＮＨＡｒ、（ＣＨ２）ｎ２ＮＨ２、（ＣＨ２）ｎ２

ＮＨＡ、（ＣＨ２）ｎ２ＮＡ２またはＡを示し、
Ｒ２が、Ｈ、（ＣＨ２）ｎ３ＮＨ２、（ＣＨ２）ｎ３ＮＨＡ、（ＣＨ２）ｎ３ＮＡ２、（
ＣＨ２）ｎ３ＯＨ、（ＣＨ２）ｎ３ＯＡ、（ＣＨ２）ｎ３Ｈｅｔ２、ＣＨ２ＣＯＨｅｔ２

、ＣＨ２ＣＯＮＨ２、ＣＨ２ＣＯＮＨＡ、ＣＨ２ＣＯＮＡ２またはメチルを示し、
Ｘ、Ｘ１が、各々、互いに独立してＣＯまたはＣＨ２を示し、
Ｙ、Ｙ１が、ＣＨを示し、
Ｑが、ＣＯ、ＳＯ２またはＣＯＯを示し、
Ｅが、ＣＯ、ＣＨ（ＯＨ）、ＣＡ（ＯＨ）、ＣＨ（ＯＡ）、ＣＡ（ＯＡ）、ＣＨ（ＮＨ２

）、Ａｌｋ、
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【化３】

を示し、
Ａｌｋが、１～８個のＣ原子を有する直鎖状または分枝状アルキレンを示し、ここで１つ
または２つのＣＨ２基が、Ｏおよび／またはＮＨによって置き換えられていてもよく、
ｎ１が、０、１または２を示し、
ｎ２が、０、１、２、３または４を示し、
ｎ３が、１、２、３または４を示し、
Ａｒが、非置換であるか、またはＨａｌ、Ａ、ＯＨ、ＯＡ、ＮＨ２、ＮＨＡおよび／もし
くはＮＡ２によって単置換、二置換もしくは三置換されているフェニルを示し、
Ｈｅｔが、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有し、非置換であるか、またはＡ、
Ｈｅｔ２、ＯＨ、ＮＨ２、ＮＨＡおよび／もしくはＮＡ２によって単置換、二置換もしく
は三置換されていてもよい、単環式、二環式または三環式の飽和、不飽和または芳香族複
素環を示し、
Ｈｅｔ１が、１～４個のＮ、Ｏおよび／またはＳ原子を有し、非置換であるか、またはＡ
および／もしくはＨａｌによって単置換、二置換もしくは三置換されていてもよい、単環
式、二環式または三環式の芳香族複素環を示し、
Ｈｅｔ２が、ピロリジニル、ピペリジニル、チアゾリジニル、モルホリニル、オキサゾリ
ジニル、テトラヒドロキナゾリニル、テトラヒドロピラニル、ピペラジニル、チアゾリル
、フリル、チエニル、ピロリル、イミダゾリル、ピラゾリル、オキサゾリル、イソキサゾ
リル、イソチアゾリル、ピリジル、ピリミジニル、トリアゾリル、テトラゾリル、オキサ
ジアゾリルまたはチアジアゾリルを示し、その各々が、非置換であるかまたはＡによって
単置換されており、
Ｃｙｃが、３～７個のＣ原子を有する環状アルキルを示し、
Ａが、１～１０個のＣ原子を有する非分枝状または分枝状アルキルを示し、
ここで１～７個のＨ原子が、Ｆおよび／またはＣｌによって置き換えられていてもよく、
あるいは
３～７個のＣ原子を有する環状アルキルを示し、
Ｈａｌが、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＩを示す、
請求項１～８のいずれか一項に記載の化合物、あるいは、それらの薬学的に使用可能な塩
または立体異性体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の式Ｉで表される少なくとも１種の化合物もしく
は化合物「Ｂ１」～「Ｂ２７」、ならびに／または、それらの薬学的に使用可能な塩、互
変異性体または立体異性体、あるいはすべての比率でのそれらの混合物、ならびに、任意
に賦形剤および／または補助剤を含む、医薬。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
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　腫瘍、腫瘍疾患または癌疾患の処置および／または予防のための、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の式Ｉで表される化合物または化合物「Ｂ１」～「
Ｂ２７」
あるいは、それらの薬学的に使用可能な塩または立体異性体、あるいはすべての比率での
それらの混合物。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１３】
　癌疾患が、扁平上皮の、膀胱の、胃の、腎臓の、頭頸部の、食道の、子宮頸部の、甲状
腺の、腸の、肝臓の、脳の、前立腺の、尿生殖路の、リンパ系の、喉頭の、および／また
は肺の腫瘍の群から選択される、請求項１２に記載の化合物。
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１６】
　腫瘍が、急性骨髄性白血病、慢性骨髄性白血病、急性リンパ性白血病および／または慢
性リンパ性白血病の群に由来する、請求項１２に記載の化合物。
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